




























































































































































































示されている（Mischel & Metzner, 1962）。
次に，具体的に実験パラダイムに関して説明する。Mischel & Ebbesen
（1970）は，4つの報酬提示条件下で待機時間が異なるか否かについて検討し






















































































Kendall & Wilcox（1980）は，学校での自己抑制を欠く 8歳から 12歳





た場合にこの得点が 1ポイントずつ減点されるという Response Cost 法とい
う手続きを使用した。なお，被験児の担任教師は，実験の前後に各被験児に対
して，自己抑制を測定する質問紙（SCRS ; Self Control Rating Scale）に記












































特性に影響を与えるという報告（Mischel et al., 1988）からも望まれる。
２４ 行動の自己制御機能の自己抑制的側面について
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